












1.研究目的 

乳幼児保健指導の実際において乳幼児身体発育値が大きな役割を果たしていることはいう

までもない。厚生省は 10 年ごとに乳幼児身体発育調査を実施し、その結果をもとに乳幼児

身体発育値を公表しているが、最近のそれは昭和 55年乳幼児身体発育値である。次回は昭

和 65 年に調査が予定されているが、それまでに乳幼児の身体計測方法について基本的な検

討をしておく必要がある。本研究では全国の保健所を対象として乳幼児の身体計測方法に

関するアンケート調査を実施し、今後の調査に役立てうる知見を得たので報告する。 


